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　6月23日、市内の釣り愛好団体で結成された「白石つりバ力連合」が、「白石川ク

リーン作戦」として、メンバーやその家族など約50人で、白石川緑地を中心に川の

清掃を行いました。白石川は、アユ釣りの名所として全国的に有名で、毎年各地から

釣り害が訪れるそうで、地元として恥ずかしくない川をということではじまり、今年

で3回目。約1時間の清掃で集まったゴミは、吸い殻や、空き缶、粗大ゴミなど軽ト

ラックにして約3台分。あなたはこの数字が少ないと思いますか？
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不
忘
山
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い
ざ
な

み
ち
の
く
の
あ
ふ
隈
川
の
あ
な
た
に
や

人
忘
れ
ず
の
山
は
さ
か
し
き
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一
度
は
登
っ
て
み
た
い
山

　
私
た
ち
が
朝
な
夕
な
北
西
に
仰
ぎ
見
る
不
忘
山
。
ま
た
、
幼
い

と
き
か
ら
校
歌
な
ど
で
う
た
っ
て
き
た
親
し
み
深
い
不
忘
山
。
そ

ん
な
身
近
な
山
「
不
忘
山
」
に
、
今
回
登
っ
て
み
ま
し
た
。

　
案
内
は
、
国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
指
導
員
で
あ
り
、
蔵
王

山
岳
会
会
長
の
小
島
亮
治
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
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▲今年は、残雪の多い南蔵王の山並みです。

　
日
本
国
内
外
の
著
名
な
山
を
幾
度
と
な
く
征
服
し
た
小
島
さ
ん

に
と
っ
て
、
蔵
王
連
峰
は
庭
の
よ
う
な
存
在
な
の
で
す
。

　今回の

案
内
で
も
、
山
々
の
尾
根
を
飛
び
跳
ね
る
が
ご
と
く
に

縦
走
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
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今
回
の
登
山
〔
神
嶺
林
道
か
ら
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引
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入
道
へ
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ら
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南
屏
風
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硝
変
化
に
と
ん
で
い
て
面
白
い
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
渥
ね
。

　
難
所
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ー
ス
的
に
め
り
は
り
が
き
い
て
い
て
、

何
と
い
っ
て
も
不
忘
山
頂
付
近
は
高
山
植
物
の
宝
庫
、
と
強
調
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
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不
忘
山

　
出
だ
し
快
調
ー
…

　ま

だ
梅
雨
明
け
ぬ
七
月
中
旬
、
台
風
一
過
の
青
空
を
水
引
き
入

道
を
経
由
し
不
忘
山
頂
目
指
し
て
南
蔵
王
を
縦
走
し
た
。

　予定ど

お
り
神
嶺
林
道
の
登
り
口
（
午
前
7
時
）
か
ら
挑
む
。

　
カ
ラ
松
の
植
林
地
帯
を
抜
け
、
広
葉
樹
林
帯
を
足
早
に
進
む
と

尾
根
に
至
っ
た
。
尾
根
は
初
め
熊
笹
の
密
生
が
見
ら
れ
た
が
、
し

ば
ら
く
登
る
と
あ
た
り
は
ブ
ナ
の
原
生
林
に
変
わ
っ
て
い
た
。
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぽ
く

ら
に
、
ガ
レ
場
を
過
ぎ
る
と
灌
木
地
帯
へ
と
変
わ
り
、
登
り
も
き

つ
く
水
引
き
岩
場
〔
大
日
向
〕
ま
で
3
時
間
半
を
要
し
た
。

　
当
地
か
ら
の
眺
め
は
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
講
高
㎞

に
素
晴
ら
し
く
、
前
方
に
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は
不
忘
山
の
雄
姿
と
屏
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
転
・
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、
腎

岳
の
尾
根
の
雄
大
な
姿
が

見
え
た
。
ま
た
、
ガ
レ
場

を
2
0
分
ほ
ど
登
る
と
水
引

き
入
道
の
頂
上
に
立
つ

（
午
前
1
0
時
5
0
分
）
こ
と

が
で
き
た
。
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▲不忘山と南屏風岳の残雪。

　
蔵
王
は
「
わ
す
れ
ず
の
山
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い

た
時
代
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
歴
史
的
記
述
と
し
て
は
、
か

つ
て
刈
田
嶺
の
火
山
活
動
が
激
し
か
っ
た
頃
、
神
意
を
安
ん

ず
る
た
め
朝
廷
か
ら
神
封
二
戸
を
奉
り
、
続
い
て
従
五
位
下

を
霊
験
あ
る
に
よ
り
授
け
奉
る
、
と
の
八
世
紀
の
「
新
抄
格

勅
符
抄
」
、
九
世
紀
の
「
続
日
本
後
紀
」
の
記
述
が
あ
り
ま

す
。
火
を
噴
く
煙
霧
を
ふ
ら
す
山
の
姿
は
、
そ
の
ま
ま
山
霊
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の
荒
ら
ぶ
る
様
と
し
て
住
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畏
怖
の
的
と
な
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山
そ
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い
く
ゼ
い
そ
ろ

の
が
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
幾
星
霜
、

多
く
の
変
遷
と
と
も
に
日
本
独
特
の
山
岳
信
仰
の
修
行
の
場

と
も
な
り
、
大
和
国
吉
野
郡
金
峰
山
神
社
の
蔵
王
堂
か
ら
山
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霊
を
分
祠
し
こ
の
山
に
祠
っ
た
こ
と
か
ら
「
蔵
王
山
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
ー
。
、

　
手
前
の
水
引
き
入
道
か
ら
南
屏
風
岳
、
不
忘
山
と
尾
根
が
続
く

す
ば
ら
し
い
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
前
進
す
る
。
途
中
、
水
引
き

平
の
沼
で
は
沢
山
の
高
山
植
物
を
観
察
す
る
（
午
前
n
時
一
休
憩
）

こ
と
が
で
き
た
。

▲ダケカンバの樹林。

窟

▲屏風岳からの水引き入道。

　
普
通
蔵
王
と
呼
ぶ
と
き
、
御
釜
を
囲
む
刈
田
岳
や
熊
野
岳
、

屏
風
岳
、
不
忘
山
な
ど
、
一
連
の
山
脈
を
さ
し
て
い
ま
す
。

　
火
山
学
的
に
蔵
王
連
峰
は
、
奥
羽
山
脈
の
上
に
噴
出
し
た

那
須
火
山
系
に
属
す
る
火
山
群
で
、
新
旧
形
態
を
異
に
す
る

数
多
く
の
山
峰
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
南
端
に
位
置
す

る
の
が
標
高
千
七
百
・
五
材
の
不
忘
山
で
す
。
こ
の
不
忘
山

を
含
む
南
蔵
王
は
、
北
蔵
王
よ
り
古
い
火
山
群
で
北
か
ら
南

　
　
　
　
び
ょ
う
ふ

に
杉
ケ
峰
、
屏
風
岳
、
不
忘
山
と
連
な
り
、
東
に
水
引
き
入

道
、
あ
る
い
は
後
烏
帽
子
岳
と
連
な
る
2
本
の
屋
根
を
擁
し

て
い
ま
す
。
因
み
に
白
石
市
内
に
お
け
る
最
高
峰
は
南
屏
風

岳
の
千
八
百
三
・
四
層
で
す
。

　
蔵
王
連
峰
の
地
質
と
し
て
は
、
第
三
紀
火
山
岩
、
同
水
成

岩
あ
る
い
は
花
こ
う
岩
な
ど
の
基
底
山
地
の
上
に
噴
出
し
た

溶
岩
屑
ま
た
は
集
塊
岩
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

▲屏風を越え、いよいよ不忘山へ
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南
屏
風
岳
へ
の
道
は
ハ
イ
マ
ツ
と
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
樹
海
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
左
右
断
崖
の
「
馬
の
背
」
を
注
意
し
な
が
ら
渡
り
切
る
と
、
目

的
の
不
忘
山
（
午
後
1
時
2
0
分
）
に
辿
り
着
い
た
。
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▲一瞬にして霧に覆われた山頂。
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参
考
資
料

南
蔵
王
　
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
財
）
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

　
こ
こ
か
ら
一
挙
に
下
山
と
な
る
が
、
山
頂
か
ら
5
分
ほ
ど
下
っ
た
と
こ

ろ
で
「
不
忘
の
碑
」
を
確
認
し
た
。

〔
参
考
一
昭
和
2
0
年
3
月
1
0
日
、
太
平
洋
戦
争
で
日
本
に
来
襲
し
た
ア
メ

リ
カ
空
軍
重
爆
撃
機
B
2
9
三
機
が
こ
の
山
腹
に
墜
落
し
、
そ
の
た
め
に
死

亡
し
た
ア
メ
リ
カ
兵
34
名
の
霊
を
慰
め
、
併
せ
て
世
界
人
類
の
平
和
の
た

め
に
建
立
さ
れ
た
。
〕

　
高
山
植
物
の
群
落
を
見
な
が
ら
下
り
る
。
道
の
傾
斜
が
緩
や
か
に
な
る

あ
た
り
で
弘
法
清
水
に
出
る
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
中
を
進
め
ば
、
や
が
て
白

石
女
子
高
の
山
小
屋
が
見
え
、
コ
ー
ス
終
点
の
白
石
ス
キ
ー
場
も
近
か
っ

た
。
（
午
後
3
時
到
着
）
行
程
約
8
時
間
、
雲
上
の
旅
で
し
た
。

登
山
の
心
得

　
事
前
の
計
画
や
準
備
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
万
全
を
尽
く
し
て
も
、

な
お
、
山
を
侮
ら
ず
、
自
然
の
力
に
対
し
て
謙
虚
な
気
持
ち
で
安
全

な
登
山
を
行
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

．
よ
い
山
、
よ
い
友
、
よ
い
準
備
”
は
、
山
登
り
を
楽
し
く
、
安

全
に
す
る
条
件
で
す
。



　
過
日
、
明
治
大
学
総
長
の
栗
田
健
先
生
が
来
自
　
　
曲
げ
な
か
っ
た
の
は
木
村
健
康
先
生
で
、
軍
部
の

さ
れ
た
。
同
級
生
で
あ
る
吉
見
宣
夫
君
が
、
明
治
　
　
横
車
で
河
合
先
生
が
東
大
か
ら
追
放
さ
れ
た
時
、

大
学
同
窓
会
の
宮
城
県
支
部
長
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殉
じ
て
東
大
を
お
辞

し
て
お
り
、
市
長
室
に
お
い
で
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
に
な
っ
た
。
安
井

な
る
と
い
う
が
、
そ
れ
も
恐
縮
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琢
磨
先
生
は
、
都
落

し
、
鎌
先
温
泉
に
宿
泊
さ
れ
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
り
・
　
　
　
　
　
　
ち
し
て
東
北
大
学
の

い
う
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
お
伺
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
、
　
　
　
　
　
　
教
授
に
な
ら
れ
た
。

す
る
と
返
事
を
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
も
だ
ら
し
な
か
っ

当
日
、
・
ビ
ー
で
話
が
弾
ん
だ
　
　
　
　
の
。
～
　
　
　
　
た
の
が
大
河
内
一
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
卍

が
、
吉
見
君
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
市
藁
、
　
　
　
　
先
生
で
、
節
を
屈
し

「
市
長
は
、
東
北
大
学
経
済
学
部
　
　
　
　
　
　
　
桝
　
も
　
　
　
　
　
　
　
て
東
大
に
残
り
、
戦

の
出
身
で
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
鐸
』
　
　
　
　
　
　
　
後
、
東
大
総
長
に
な

と
・
を
挟
ん
だ
，
番
総
慧
、
鬼
シ
．
　

　
ら
れ
た
そ
う
で
す

難籠

下
の
三
羽
鳥
の
一
人
で
す
ね
」
　
　
　
　
　
　
、
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ま
あ
　
安
井
門
下

　
先
生
は
商
品
学
を
専
攻
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
々
は
そ
う
主
張

と
聞
い
た
の
で
、
差
し
障
り
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
さ
る
で
し
ょ
う

ま
い
と
思
っ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
」

「
え
え
、
そ
う
で
す
。
先
輩
か
ら
聞
く
と
こ
ろ
に
　
　
続
け
て
、

よ
る
と
、
河
合
栄
治
郎
事
件
で
、
最
後
ま
で
節
を
　
　
「
実
は
私
、
大
河
内
門
下
で
し
て
ね
」

と
い
う
で
は
な
い
か
。
商
品
学
の
権
威
だ
と
い
う

の
で
、
つ
い
つ
い
安
心
し
て
漏
ら
し
た
話
で
あ
っ

て
、
そ
れ
で
は
約
束
が
違
う
と
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
あ
と
の
祭
り
で
あ
る
，

　
幸
い
に
、
度
量
の
広
い
方
で
す
ぐ
別
の
話
題
に

移
ら
れ
た
の
で
安
心
し
た
が
、
冷
汗
三
斗
の
思
い

で
あ
っ
た
。

　
六
月
二
十
九
日
土
曜
日
。
横
浜
ア
リ
ー
ナ
の
視

察
に
行
っ
た
。
ア
リ
ー
ナ
の
可
動
床
は
全
米
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
！
ル
協
会
公
認
の
も
の
で
、
現
在

日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
す
べ
て
大
会

の
時
だ
け
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
高
品
質
の
フ
ロ
ア

が
（
仮
称
）
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
に
常
設
さ
れ
れ
ば
、

日
本
で
は
唯
｝
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
フ
ロ
ア
で

行
わ
れ
る
、
マ
ジ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
ズ
　
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ズ
と
ジ
ャ
パ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の

試
合
を
観
戦
方
々
、
フ
ロ
ア
の
状
況
、
使
用
具
合

を
知
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
人
気
で
、
一
万
四
千

人
収
容
の
横
浜
ア
リ
ー
ナ
が
超
満
員
。
ダ
フ
屋
ま

で
で
る
騒
ぎ
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
十
代
か
ら
二
十
代
の
青
少
年
。

　
帰
っ
て
き
て
、
M
君
に
会
っ
た
。

「
横
浜
に
出
か
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
ど
う
で
し

た
」
「
う
ー
ん
、
最
近
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
熱

に
は
び
っ
く
り
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
に
は
か
げ
り
が

見
え
る
。
野
球
も
、
宮
城
県
で
人
数
が
足
り
ず
、

辞
退
し
た
高
校
が
二
校
ほ
ど
あ
っ
た
そ
う
だ
。
こ

れ
か
ら
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
時
代
か
な
」

と
話
し
て
ふ
っ
と
見
る
と
、
M
君
が
不
快
を
絵
に

書
い
た
よ
う
な
顔
を
し
て
、
口
を
ト
ン
ガ
ラ
か
せ

て
い
る
。
「
思
い
出
し
た
。
彼
は
少
年
野
球
の
リ

ー
ダ
ー
だ
っ
た
。
」

　
し
か
し
、
言
い
た
く
な
い
が
、
栗
田
先
生
と
M

君
と
で
は
器
量
が
違
い
す
ぎ
る
。
（
あ
っ
、
い
け

な
い
。
ま
た
口
を
す
べ
ら
せ
た
。
）

　
世
に
『
沈
黙
は
金
、
雄
弁
は
銀
』
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
西
洋
の
こ
と
わ
ざ
で
あ
る
が
、
広
辞
苑

で
引
い
て
み
る
と
「
沈
黙
の
方
が
雄
弁
よ
り
も
説

得
力
が
あ
る
」
も
う
一
つ
、
「
口
を
き
か
ぬ
が
、

最
上
の
分
別
」
と
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
に
間
違
い

は
な
い
が
、
市
長
と
い
う
仕
事
は
そ
う
ば
か
り
も

言
っ
て
お
れ
な
い
＝

　
こ
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！・

分校の良さを知ってください

第8回の蔵王山麓協議会スポーツ

大会が、7月13日、弥治郎体育館で

行われました。

蔵王山麓協議会（新山実会長）は、

市内4分校のP　T　Aで結成している

もので、例年交流会として家庭バレ

ーボール大会を開いています。今年

は丸森町の羽出庭分校のP　T　Aを招

き、5チームによって行われました。

また、試合終了後にはアトラクショ

ンとしてバナナの早食い競争なども

あり、会場は笑い声に包まれていま

した。

県南の民謡の祭典

第15回を数える県南民謡大会が、

7月13日、中央公民館で行われまし

た。

これは、県南の民謡愛好団体16団

体で結成される県南民謡連合会（菊

地桃旭会長）が毎年会員向けに行っ

ているもので、今年は白石が会場に

なったものです。

当日発表となった約120人は、日

頃の練習の成果を発揮し、ホール中

に響きわたる声が観客を魅了してい

ました。

れうロ

営滅渠甫民謡連合会

みんなの熱意に支えられて

6月23日、第10回の手話劇が、中

央公民館で行われました。これは、

市内の手話サークル「しらゆり会」

（大森啓子代表）が中心となって毎

年行っているもので、10周年になる

今年の演目は「安寿と厨子王」。障

害を持つ人も健常者も一体となって

のリハーサルを2月末から行い、本

番を迎えました。

当日は、不忘園の園生によるカラ

オケの発表や、手話を交えた舞踊、

手話の歌、手話のパントマイムなど、

それぞれがこの日のために入念に練

習した成果を披露していました。

また、体験発表では、突然、障害

者になってからの様々な苦労や、障

害者と健常者が分け隔て無く暮らせ

るようにとの思いが語られ、会場か

らは惜しみない拍手が送られていま

した。

手話劇の前には簡単な手話の講習

会も行われ、会場に集まった人たち

は、熱心に参加していました。

白石の昧を全国に

地元の味を全国にを合い言葉に、

ふるさと小包白石う一めんの出発式

が7月8日、白石郵便局で行われま

した。出発に先立ち、白石郵便局長

が「昭和60年の初取り扱い以来、お

かげさまで全国の皆様に好評を得て

おります。来年の出発式にはさらな

る取り扱い数の拡大を」とあいさつ

し、テープカットの後、用意された

300個が全国のう一めんファンのも

とに配送されました。今年は3，000

個を目標に、9月末まで市内の郵便

局で取り扱っています。

葱臨謹△播
　　　　　　～9き』、　→』
　　ぼ’lv隻　lgl1ご

　　．昌－一　1

火の用心はお任せ

　6月24日、越河保育園で、幼年消

防クラブの結成式が行われました。

　これは、幼い頃から火の大切さと

怖さを知ってほしいとの思いから生

まれたもので、越河保育園の4・5

歳児20人をメンバーに結成されまし

た。当日はお揃いのハッピを着た園

児が「火遊びはしません」と宣言し

た後、「花火太鼓」などを披露しま

した。また、その後はしご車への体

験搭乗があり、ヘルメットをつけて

はしご車のエレベーターにのり、う

れしそうな顔を見せていました。

楽しく踊りましょう

社交ダンスを気軽に楽しみましょ

うと、シルバーダンスパーティーが、

6月29日中央公民館で行われました。

これは、社交ダンスというと何か

と堅苦しい雰囲気がある中で、高齢

者でも気軽にできるレクリエーショ

ンとしてダンスを再認識してもらお

うと、ダンスパル自石が年2回行っ

ているもので、今回で9回目。

当日は、衣装を身にまとったダン

ス愛好者約100人が訪れ、ジルバや

ブルースなどを踊りました。

正々堂々戦います

第36回白石市総合体育大会の開会

式が7月7日、勤労者体育センター

で行われました。これは、白石市体

育協会（菅野信男会長）所属の23団

体が種目ごとの競技を行うもので、

7月7日を中心とした日程で毎年行

われているものです。

｝

髄鯉舗　
　　　　　　＿．㌔膨’『
　　　　、・到1一折ご顯

“、謬詰、鳥響騨一

家庭バレーボール協会の日下秀夫

さんが「正々堂々と戦います」と選

手宣誓をすると、拍手が送られ、各

会場に分散しての大会となりました。

今年の社会体育の開幕です。
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自石柔道スポーツ少年団は、現在小学

生24名、中学生から高校・一般まで

16名の合計40名で活動しています。

練習は、小学生が毎週、月・水・金曜

の午後5時30分から6時30分まで、中

学生以上が、同じ日の午後6時30分か

ら7時30分まで行っています。

柔道は、危険なスポーツと思う人が多

いでしょうが、基本をきちんと覚えれぱ、

大変安全なスポーツです。そして、体の

小さい子供でも「心」と「体』を鍛える

ことができるスポーツです。

　また柔道は個人競技のため、”強くな

りたい人弱は「猛練習」を、”体を丈夫

にしたい人”は「継続した練習」など目

的に応じた練習ができます。

白石柔道スポーツ少年団では、柔道を

通じて多くの友人をつくりたい人を募集

中です。（もちろん女の子も大歓迎）

　お父さん、お母さんと一緒に一度、練

習を見に来てください。

みなさん、お元気ですか？

先月、オーストラリアではフットボールの試合が開

かれました。年に一度、2週間に1ゲームずつ、それ

ぞれメルボルン、シドニー、ブリスベーンで行われて

いるそうです。

世界的にもとても有名なゲームで、この日は会場が

シドニーということもあり、私のホストファミリーの

お兄さんとその彼女も応援しているチームと同じユニ

ホームを着て（もちろん特別注文で作ったそうです）

T　Vの前で大声を上げながら見ていました。

当然のこと、本会場はたくさんの観戦者たちであふ

れ、開会式の後には花火が打ち上げられたりなど、あ

たりはものすごい興奮に包まれていました。
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仕事について

私は今この仕事にとても真剣に取り組むことが

できて、店長をはじめ、他のスタッフにとても感

謝しています。

夢や目標

　ショットバーをやりたいです。

理想のタイプ

ブライアン・セッツァー

⑪◎◎◎◎◎◎◎◎㊤●◎o◎

　　　　　　　・雛鱒　　　　　　　　　麗
　　　　　　　　蓑マhr　　　　　　　　鵡■』

　　　　一音楽の楽しさを
　　　　　　　　忘れずに一
　　
　　　　　　斎藤　ていさん
　　　　　　　（西益岡）

子どものころ家にあったオルガンが、音楽

の楽しさを教えてくれました。教師を退職し、

しばらく遠ざかっていましたが、数年前友人

に誘われ、働く婦人の家のコーラスグループ

「コールエコー」に入会しました。高音・低音、

いずれの声もままならず、響きのない自分の

声にがっくり。でも、みんなと顔を合わせて

歌うときが楽しみです。体をほどよく動かし、

腹八分目を守り、毎日一時問ぐらい、孫と 一

緒にピアノの練習に頑張っています。

市
民
．
文
芸
鵜
霧
灘
講
顎
一
晦
騒
隣
糞
難

明
日
あ
る
を
う
た
が
わ
ず
し
て
枕
辺
に
衣
服
を
た
た
　
　
ぬ
蝶
と
び
か
い
て
お
り
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
都
子

む
な
ら
わ
し
今
も
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子
　
　
静
も
り
て
緑
に
映
ゆ
る
城
を
背
に
謡
ろ
う
ろ
う
い
に

新
し
き
家
に
二
週
間
住
み
し
の
み
身
罷
り
し
妻
の
一
　
　
し
え
の
舞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

周
忌
終
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
正
美
　
　
購
麟
一
首
目
、
明
日
を
信
じ
て
生
き
る
、
作
者
の

す
い
か
植
え
終
え
て
安
ら
ぐ
部
屋
ぬ
ち
に
肩
に
貼
り
　
　
姿
勢
の
見
事
さ
に
打
た
れ
た
。
結
句
「
今
も
」
が
千

た
る
サ
ロ
ン
パ
ス
匂
う
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子
　
　
鈎
の
重
み
を
も
つ
。
二
首
目
、
非
常
な
運
命
を
、
感

あ
り
が
と
う
の
し
る
し
の
よ
う
に
咲
い
て
い
る
四
季
　
　
情
を
抑
え
て
歌
い
、
か
え
っ
て
痛
切
で
あ
る
．

三
首

咲
き
の
バ
ラ
風
に
ゆ
ら
れ
て
　
　
　
　
菊
地
　
　
森
　
　
目
、
下
句
は
実
際
を
具
体
的
に
捉
え
て
、
誰
も
が
共

路
上
歩
く
鴨
の
頭
を
撫
で
や
れ
ば
我
の
後
を
追
い
か
　
　
感
す
る
内
容
の
生
活
詠
と
な
っ
て
い
る
。

け
て
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

鰍
耀
く
な
り
郭
公
の
－
き
り
に
磐
を
繍
扉
国
遠
藤
　
選

南
瓜
苗
摘
芯
済
ま
せ
菜
園
に
憩
う
ひ
と
と
き
缶
ビ
i
　
　
水
撒
い
て
木
々
の
香
り
の
湧
き
た
ち
し
　
日
下
　
　
文

ル
手
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎
　
　
園
児
ら
の
列
の
乱
れ
や
城
薄
暑
　
　
　
熊
谷
　
敏
子

航
海
を
終
え
し
わ
が
子
に
ひ
と
夜
鮭
　
佐
藤
　
周
子

父
の
日
の
湯
宿
の
膳
に
酒
が
付
き
　
　
高
橋
　
正
男

緑
蔭
を
来
て
頭
上
な
る
天
主
閣
　
　
　
岩
沢
　
伍
峯

島
宿
に
壷
き
ざ
る
話
し
明
易
き
　
　
　
高
子
　
　
橘

御
廟
碑
の
奥
ま
る
辺
り
の
苔
の
花
　
　
八
島
　
葉
子

湯
け
む
り
に
蝶
舞
遊
ぶ
露
天
風
呂
　
　
菅
野
み
さ
を

鍬
休
め
仏
法
僧
を
聞
き
を
り
ぬ
　
　
　
川
村
　
静
恵

行
く
春
や
友
を
慕
う
て
四
阿
へ
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

騨
麟
一
句
目
、
水
撒
く
は
夏
の
季
題
で
あ
る
。

木
々
の
香
り
が
沸
き
た
ち
し
の
表
現
で
涼
し
き
庭
の

風
景
が
想
像
さ
れ
る
。
二
句
目
、
園
児
の
お
城
見
学

で
あ
る
。
少
々
暑
く
な
っ
て
列
が
乱
れ
て
き
た
。
先

生
の
声
、
園
児
の
声
が
聞
こ
え
る
。
三
旬
目
、
す
し

は
夏
の
季
語
で
一
夜
す
し
と
は
速
成
に
作
っ
た
す
し

の
こ
と
で
あ
る
。
連
絡
も
な
く
に
わ
か
に
帰
っ
た
息

子
に
一
夜
す
し
を
作
る
母
。
…
自
画
像
か
。

岡
国
近
江
孫
　
選

こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
る
一
車
線
　
南
か
ほ
る

火
葬
場
の
煙
と
な
っ
て
ド
ラ
マ
消
え
　
　
佐
藤
　
武
雄

主
よ
摸
を
眠
ら
せ
給
え
宝
く
じ
　
　
　
　
芝
　
玄
太
郎

二
丁
目
の
角
で
喜
劇
が
待
っ
て
い
る
　
　
草
野
　
　
清

し
た
た
か
な
父
の
便
り
に
あ
る
弱
者
　
　
片
岡
　
鶴
子

い
ら
だ
ち
を
押
さ
え
て
く
れ
た
古
い
靴
　
菅
野
　
春
江

友
が
み
な
若
く
見
え
る
日
紅
を
さ
す
　
　
大
沼
　
妙
子

紅
い
服
あ
の
娘
哀
し
い
夜
な
ん
だ
　
　
　
菊
池
　
不
忘

買
い
言
葉
舌
で
転
が
し
角
を
取
り
　
　
　
米
沢
　
礼
子

生
き
て
い
る
証
か
煩
悩
断
ち
切
れ
ず
　
　
一
條
　
芳
子

麟
麟
今
回
は
、
優
劣
つ
け
が
た
い
「
佳
句
」
が
多

い
の
で
「
評
」
を
省
略
し
て
一
括
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
投
句
さ
れ
る
方
は
、
「
説
明
調
」
や
「
報

告
調
」
、
「
中
傷
」
の
句
を
さ
け
て
作
旬
さ
れ
る
よ
う

希
望
い
た
し
ま
す
。
上
達
の
コ
ツ
は
、
何
を
訴
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
他
人
が
読
ん
で
納
得
し
て
く

れ
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
、
何
度
も
そ
の
句
を
推
敲

す
る
こ
と
で
す
。

　
川
柳
は
、
面
白
く
な
く
と
も
よ
い
の
で
す
、
皆
さ

ん
の
投
句
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．
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⑱…問い合わせ先

㊥…内線

市
民
課
か
ら

㊥
⑳
三
五

皆
さ
ん
こ
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　
児
童
扶
養
手
当
特
別
児
童
扶
養
手
当

㊥
⑧
五
五

戸
籍
事
務
の
処
理
を
一
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
し
ま
し
た
！

　
八
月
一
日
か
ら
民
生
部
市
民
課
で

は
、
住
民
の
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
、
養

子
縁
組
、
転
籍
な
ど
の
戸
籍
事
務
の
一

部
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
管
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
臼
石
市
で
は
昭
和
六
十
二
年
か
ら
住

民
基
本
台
帳
を
基
本
と
し
た
事
務
の
電

算
化
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
市
民
課
窓

口
で
の
業
務
で
も
、
待
ち
時
間
の
短
縮

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　
今
回
、
戸
籍
事
務
に
一
部
電
算
処
理

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
除
籍
関
係

の
検
索
に
か
か
る
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
ま
す
。

　
明
治
二
十
年
か
ら
の
除
籍
や
改
製
原

戸
籍
の
見
出
し
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
入
力
し
活
用
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
た
と
え
ば
、
不
動
産
の
相
続
な
ど

で
関
連
戸
籍
を
何
代
に
も
さ
か
の
ぼ
っ

て
必
要
と
す
る
場
合
、
従
来
の
手
作
業

に
よ
る
検
索
で
は
一
日
を
要
し
て
い
た

処
理
が
、
数
分
程
度
で
可
能
と
な
り
ま

す
。
従
い
ま
し
て
、
除
籍
謄
本
な
ど
の

交
付
の
際
の
待
ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま

す
し
、
市
民
の
皆
様
が
必
要
と
さ
れ
る

関
係
戸
籍
な
ど
の
正
確
な
資
料
を
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
「
戸
籍
関
係
事
務
1
1
長
い
待
ち
時
間
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
正
確
で
迅
速

な
窓
口
業
務
」
へ
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

＿－茄

児
童
扶
養
手
当
・

●
　
O
　
畠

　
こ
の
手
当
は
、
母
子
家
庭
等
の
生
活

の
安
定
と
自
立
の
促
進
を
通
じ
て
、
児

童
の
健
全
育
成
を
目
的
と
す
る
福
祉
制

度
で
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
を

　
　
　
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
十
八
歳

の
年
度
末
ま
で
の
問
に
あ
る
児
童
（
心

身
に
一
定
の
障
害
を
持
つ
児
童
は
二
十

歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は

養
育
し
て
い
る
人
。

　
た
だ
し
、
公
的
年
金
等
を
受
給
で
き

る
場
合
や
受
給
者
の
所
得
が
一
定
の
額

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
…

　
こ
の
手
当
は
、
障
害
児
の
生
活
の
安

定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
の
増

進
を
図
る
福
祉
制
度
で
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

　
　
　
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　
二
十
歳
未
満
の
在
宅
障
害
児
で
お
お

む
ね
療
育
手
帳
の
A
と
B
の
一
部
、
及

び
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
か
ら
三
級

0
　
●
　
O

を
越
え
る
場
合
は
、
手
当
の
全
部
又
は

一
部
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
あ
と
、
父
と
生
計

　
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
極
め
て
重
度
の
障
害
の
状
態
に

　
あ
る
児
童

・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

・
父
が
引
き
続
き
1
年
以
上
遺
棄
し
て

　
い
る
児
童

・
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1
年
以

　
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

　
児
童
で
父
か
ら
認
知
を
受
け
て
い
な

・
母
子
家
庭
等
の
為
に

　
い
児
童

＊
な
お
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら

　
5
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
正
当
な

　
理
由
が
あ
る
と
き
を
除
き
請
求
を
す

　
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
手
当
月
額
（
全
部
支
給
の
場
合
）

　
児
童
一
人
　
四
一
、
三
九
〇
円

　
児
童
二
人
　
四
六
、
三
九
〇
円

●
現
況
届
の
提
出

　
毎
年
8
月
中
旬
頃
に
世
帯
全
員
の
住

民
票
そ
の
他
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
心
身
に
障
害
を
持
つ
児
童
の
た
め
に

と
四
級
の
一
部
に
相
当
す
る
障
害
児
を

監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た

は
養
育
し
て
い
る
人
。

　
た
だ
し
、
障
害
児
自
身
が
当
該
障
害

を
理
由
と
し
て
年
金
を
受
給
で
き
る
場

合
や
、
受
給
者
の
所
得
が
一
定
額
を
越

え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
手
当
月
額

　
一
級
一
人
五
〇
、
三
五
（
り
円

　
二
級
一
人
　
三
三
、
五
三
G
円

●
現
況
届
の
提
出

　
毎
年
8
月
中
旬
頃
に
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
丙
）
一
五
五

平
成
8
年
度
の
総
合
検
診
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金

　
結
核
予
防
法
、
老
人
保
健
法
な
ど
に

基
づ
く
総
合
検
診
を
8
／
2
1
～
9
／
1
2

ま
で
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
血
圧
、
心
臓
病
等
の
内
科
疾
患
で

治
療
中
の
方
は
基
本
健
康
審
査
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
て
い
な
い

方
は
必
ず
結
核
健
康
診
断
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

㊥
⑳
一
三
六
二
三
七

　
成
人
病
検
診
の
た
め
の
基
本
健
康
診

査
を
受
け
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
空

腹
時
の
採
血
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
午
前
中
に
検
診
を
受
け
る
方
は
朝

食
を
、
午
後
に
受
け
る
方
は
昼
食
を
取

ら
な
い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
市
保
健
課
㊧
六
〇
三

《検診の受け方》

適要検査項目

無料胸部レントゲン検査

無料喀疾細胞診

　　対　　象　　者

16歳以上の方

（職場、学校、医療機関などで

受けた方は除く）

・50歳以上で喫煙指数600以上

の方

・40歳以上で6か月以内に血疾

のあった方

結核検診

肺がん検診

無料

無料

尿検査、身体計測、血圧測定、間

診、診察、血液検査、総コレステ

ロール、HDLコレステロール、中

性脂肪、肝機能、腎機能検査、血

糖検査）

心電図、眼底検査、貧血検査

40歳以上の方

（職場で受けた方は除く）
基本健診

検査料

450円

赤血球数、血色素量、血球容積

その他

基本健診で医師から、精密検査

を必要と判断された方

18歳から39歳までの女性で希望

者のみ（当日受け付けます）

精密検査

基
本
健
康
診
査

貧血検査

尿検査　※尿は検診会場にお出かけ前にとり、ご持参ください。容器が届かない方は、会場

　　　　　で紙コップにとっていただきます。

　　　　※日程などの詳細は対象者に直接お送りいたします。なお、申し込みをされていな

　　　　　い方で受けたい方は、保健課までお問いあわせください。

こ
ん
な
と
き
、

こ
ん
な
届
出
を

　
国
民
年
金
制
度
は
、
日
本
に
住
む
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
す
べ
て
が

加
入
す
る
制
度
で
す
。

第
一
号
被
保
険
者

　
学
生
や
農
業
・
商
業
等
を
営
む
人
と

そ
の
家
族
。
（
保
険
料
は
市
役
所
が
発

行
す
る
納
付
案
内
書
等
に
よ
り
自
分
で

納
め
ま
す
。
）

第
二
号
被
保
険
者

（
節
目
節
目
の
届
出
を
）

　
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
。
（
保
険
料
は
給
料
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
。
）

第
三
号
被
保
険
者

　
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
。
《
保
険
料
は
配
偶
者
の
加

入
し
て
い
る
制
度
（
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
組
合
）
で
負
担
す
る
の
で
ご
自
分

で
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
》

中
国
残
留
邦
人
等
の
被
保
険
者
期
間
に
特
例
が
あ
り
ま
す
．

　
中
国
残
留
邦
人
等
の
方
（
明
治
四
十

四
年
四
月
二
日
以
後
生
ま
れ
）
に
つ
い

て
は
、
永
住
帰
国
し
た
日
か
ら
引
き
続

い
て
一
年
以
上
日
本
国
内
に
住
所
を
有

し
た
場
合
、
永
住
帰
国
前
の
期
間
は
保

険
料
免
除
期
間
と
さ
れ
、
年
金
額
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
期
間
に
つ
い
て
保
険
料

を
追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
額
の

増
額
を
図
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
追
加
保
険
料
の
額
は
、
永
住
帰
国
し

た
年
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
平
成

八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
永
住
帰
国

し
た
人
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
つ
き
六
、

0
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
追
納
で
き
る
期
間
は
、
永
住

帰
国
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日

か
ら
五
年
間
と
し
、
追
納
期
問
内
の
追

納
保
険
料
の
額
は
固
定
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
の
申
請
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
．

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
が
無
い
と
き
や
、
災
害
に
遭
っ

た
と
き
な
ど
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
と
き
に
は
、
申
し
出
て
承
認
さ
れ
る

と
、
申
し
出
た
月
の
前
月
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
「
保
険
料

の
納
付
が
大
変
だ
か
ら
」
と
い
っ
て
、

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い
で
、
早

め
に
免
除
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q
　
私
の
所
得
は
昨

年
と
同
じ
で
少
額
の

年
金
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
国
保
税
が
昨
年

よ
り
増
え
た
の
は
？

A
　
白
石
市
の
場
合
、
所
得
割
、
資
産

割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
4
つ
を
合
計

し
て
1
年
分
の
保
険
税
を
計
算
し
ま
す

が
、
所
得
が
少
な
い
場
合
に
均
等
割
、

平
等
割
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
の
内
容
か
ら
す
る

と
前
年
は
軽
減
に
該
当
し
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
所
得
の
申
告
が
無
い
と
軽
減

で
き
な
い
た
め
税
額
が
増
え
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
告
済
か
ど
う
か
確
認
し
、

ま
だ
申
告
さ
れ
て
な
い
場
合
は
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
8
年
分
か
ら
税
率
が
下

記
の
よ
う
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

所
得
割

資
産
割

7
年
度
税
率

8
・
2
％

4
2
6
％

8
年
度
税
率

7
4
％

3
8
6
％

☆
8
月
は
国
保
税
の
本
算
定
月
で
す
。

　
国
保
税
は
保
険
証
を
使
っ
て
お
医
者

　
さ
ん
に
か
か
る
た
め
の
大
切
な
財
源

　
で
す
。
納
期
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ

　
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



白
石
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

行
方
不
明
の
人
を
捜
し
ま
し
ょ
う

　
二
百
人
お
り
ま
す
。

・
家
出
を
し
た
人
や
消
息
が
分
か
ら
な

　
い
人
を
早
期
に
発
見
保
護
す
る
た

　
め
、
ま
た
、
身
元
不
明
の
死
者
を
家

　
族
の
も
と
へ
返
す
た
め
、
行
方
不
明

　
者
の
安
否
を
心
配
し
て
い
る
ご
家
族

　
の
方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
へ
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。

●
常
設
相
談
所

　
県
警
察
本
部

　
盈
〇
二
二
－
二
二
一
－
七
一
七
一

白
石
警
察
署

　
巷
一
五
－
二
二
二
八
㊧
二
二
九

※
相
談
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
午

　
後
四
時
ま
で
、
土
・
日
曜
日
は
休
み

　
で
す
。

仙
南
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

（
え
ず
こ
ホ
ー
ル
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

少
年
を
非
行
か
ら
守
る
、
白
石
中
学
校
区

　
　
　
　
　
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
」
の
活
動
実
施
に
つ
い
て

　
自
石
警
察
署
で
は
、
こ
の
た
び
、
警

察
庁
よ
り
白
石
中
学
校
区
が
「
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
区
」
（
非
行
防
止
強
力
推
進
地

区
）
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
て
、

主
に
中
学
生
及
び
小
学
生
高
学
年
の
非

行
防
止
を
目
指
し
関
係
機
関
・
団
体
の

協
力
の
も
と
に
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
、
少
年
を
非
行
か
ら
守

る
た
め
に
具
体
的
実
践
活
動
を
展
開
い

た
し
ま
す
。

　
こ
の
活
動
に
は
、
学
校
区
内
の
二
十

八
名
の
方
々
に
、
推
進
委
員
と
し
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
少
年
非
行
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
の
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
指

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
少
年
相
談
窓
ロ

　
白
石
警
察
署
　
生
活
安
全
課

　
岱
二
五
ー
ニ
ニ
ニ
八

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
作
戦
実
施
中
ノ

●
実
施
期
間

　
平
成
八
年
七
月
一
日
ー

　
　
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
半
年
間

　
今
年
に
入
っ
て
自
動
車
乗
車
中
の
死

者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
死
亡
者

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
は
三
割
と
非

常
に
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て

い
れ
ば
助
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
故

が
、
そ
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
車
に
は
「
エ
ア
バ
ッ
ク
」

が
標
準
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
エ

ア
バ
ッ
ク
」
は
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
こ
そ
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
」

で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
代
わ
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
宮

城
県
警
察
本
部
、
宮
城
県
を
初
め
、
交

通
安
全
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
の
共
催

に
よ
り
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
作
戦
の
持
つ

意
味
を
十
分
理
解
さ
れ
、
地
域
、
職
場
、

家
庭
な
ど
に
お
い
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
重
要
性
を
認
識
し
、
皆
さ
ん
の

ま
わ
り
か
ら
交
通
事
故
に
よ
る
悲
惨
な

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
八
月
中
、
警
察
本
部
と

各
警
察
署
に
「
行
方
不
明
の
人
を
探
す

相
談
所
」
を
開
設
し
て
、
行
方
不
明
者

の
安
否
を
心
配
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の

方
々
の
ご
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

・
家
出
な
ど
の
理
由
で
家
族
か
ら
警

　
察
に
捜
索
願
が
出
さ
れ
、
い
ま
だ
に
行

　
方
が
わ
か
ら
な
い
人
は
、
昭
和
六
十
一

　
年
以
降
、
県
内
で
は
七
百
七
十
五
人
、

　
全
国
で
四
万
五
千
四
百
人
い
ま
す
。

・
自
殺
や
事
故
、
ま
た
は
病
気
な
ど
で

　
死
亡
し
て
、
い
ま
だ
に
身
元
が
分
か

　
ら
な
い
ま
ま
引
き
取
り
手
の
な
い
死

　
者
は
、
昭
和
五
十
六
年
以
降
県
内
で

　
は
八
十
七
人
、
全
国
で
約
一
万
二
千

雇
用
促
進
事
業
団

　
　
宮
城
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
事
業
主
の

皆
様
が
従
業
員
を
雇
い
入
れ
る
に
当
た

り
、
社
宅
や
保
養
所
、
託
児
施
設
な
ど

の
建
設
ま
た
は
購
入
に
要
す
る
資
金

を
、
長
期
、
低
利
で
融
資
（
雇
用
促
進

融
資
）
し
勤
労
者
の
雇
用
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
形
貯
蓄
を
行
っ
て
い
る
勤

労
者
に
対
し
、
勤
労
者
ま
た
は
そ
の
親

族
が
、
高
校
、
短
大
、
大
学
な
ど
に
進

学
す
る
際
及
び
在
学
中
に
必
要
な
教
育

資
金
の
融
資
（
財
形
教
育
融
資
）
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
九
八
○
　
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡

　
5
1
1
1
1
1
（
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
4
階
）

　
雇
用
促
進
事
業
団

　
　
宮
城
雇
用
促
進
セ
ン
タ
i

　
費
〇
二
二
－
二
五
七
－
二
〇
つ
九

★
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
管
弦
楽
団
公
演

●
日
時
十
一
月
五
日
（
火
）

●
入
場
料
　
七
千
円
（
全
席
指
定
）

●
前
売
り
　
発
売
中

★
劇
団
こ
ま
つ
座
公
演
「
雨
」

●
日
時
十
一
月
十
八
日
（
月
）

●
入
場
料
　
全
席
指
定

　
　
　
　
　
S
席
　
三
千
円

　
　
　
　
　
A
席
　
千
五
百
円

●
前
売
り
　
八
月
十
九
日
～

★
鬼
太
鼓
公
演

●
日
　
時
　
十
一
月
二
十
一
日
（
木
）

●
入
場
料
　
三
千
円
（
全
席
指
定
）

●
前
売
り
　
八
月
十
九
日
～

★
国
立
モ
ス
ク
ワ
ア
カ
デ
ミ
ー
少
年
団

　
合
唱
団

●
目
時
十
二
月
二
十
二
日
（
日
）

●
入
場
料
　
全
席
自
由

　
　
　
　
　
大
　
人
　
　
　
四
千
円
、

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
　
二
千
円

●
前
売
り
　
九
月
～

◎
全
公
演
の
前
売
り
券
の
取
り
扱
い
所

　
・
仙
南
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
（
え
ず
こ
ホ
ー
ル
）

　
　
a
O
二
二
四
－
五
二
－
三
〇
〇
四

　
・
山
田
楽
器
店
費
二
六
ー
二
八
三
四

　
・
電
気
の
ジ
ョ
ー
シ
ン

　
　
盈
二
四
⊥
二
六
五
五

◎
全
公
演
の
お
間
い
合
わ
せ
先

　
仙
南
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
（
え
ず
こ
ホ
ー
ル
）

　
谷
リ
ニ
ニ
四
－
五
二
－
三
9
リ
四

痛風

橋
本
整
形
外
科
医
院

　
　
　
　
院
長
　
橋
本

昌
美翁

　
ケ
ガ
を
し
た
り
、
化
膿
し
た
わ
け
で

も
な
い
の
に
、
あ
る
日
突
然
、
足
の
親

ゆ
び
の
つ
け
根
が
赤
く
腫
れ
上
が
り
、

風
が
吹
い
た
だ
け
で
も
耐
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
激
痛
に
お
そ
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
尿
酸
と
い
う
物
質
が

結
晶
化
し
て
関
節
に
つ
き
、
関
節
炎
を

お
こ
し
た
た
め
で
す
。
こ
れ
を
痛
風
発

作
と
い
い
ま
す
。

　
痛
風
発
作
は
二
、
三
日
が
ピ
ー
ク
で
、

二
週
間
以
内
に
自
然
に
鎮
静
し
ま
す

が
、
放
置
し
て
お
く
と
、
必
ず
ま
た
発

作
を
お
こ
し
ま
す
。
発
作
が
お
さ
ま
っ

て
も
、
尿
酸
値
は
依
然
と
し
て
高
い
ま

ま
で
す
の
で
、
薬
に
よ
っ
て
尿
酸
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
痛
風
は
圧
倒
的
（
九
十
九
％
）
に
男

性
に
多
い
病
気
で
四
十
、
五
十
歳
代
の

働
き
盛
り
で
、
活
動
的
な
男
性
に
多
く

発
症
し
ま
す
。
昔
か
ら
、
『
王
侯
貴
族

の
病
』
と
い
わ
れ
、
西
洋
人
に
多
い
病

気
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
日

本
人
に
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
痛
風
が
恐
ろ
し
い
の
は
、
発
作
を
繰

り
返
す
う
ち
に
、
尿
酸
の
結
晶
が
体
の

あ
ち
こ
ち
に
つ
き
、
腎
臓
や
心
臓
、
脳

血
管
な
ど
の
様
々
な
箇
所
に
障
害
を
お

こ
す
こ
と
で
す
。
痛
風
発
作
で
死
ぬ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
合
併

症
が
命
取
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
合

併
症
の
予
防
に
は
生
涯
に
わ
た
り
治
療

を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
頃
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
、
肥
満
、
ア

ル
コ
ー
ル
、
水
分
欠
乏
な
ど
に
気
を
つ

け
た
健
康
管
理
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
と
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

顧りも守りたいのはおもし物

＃01

　　さとう宗幸が
　　　　　　白石に来ます。

●日　時　9月1日（日）15100

●場所中央公民館大ホール

●テーマ歌・トーク

　　　　「ふれあいの時を求めて」

●入場料　無料（入場整理券を発行

　いたします。）

●主催白石市・白石市人権モデ

　ル地区推進協議会・仙台法務局大

　河原支局

●お問い合わせ先

　市生活環境課岱25－2111内線653

　　人権俳句・川柳を

　　　　　　　　墓集します

　市民の皆様から人権に関した俳

旬・川柳を募集します。ふるってご

応募ください。

●お間い合わせ・応募先

　自石市大手町1－1

　白石市民生部生活環境課

　⑳25－2111（内線）653

　このほど白石市が法務省から平成8年度の「人権モデル地区」に指定され

ました。

　これを受け5月に、白石市人権モデル地区推進協議会が発足しました。

協議会では「何よりも守りたいのは思いやり」「人権を守って住みよい白石」

をテーマに街頭での啓発活動・子どもの人権相談所の開設、人権講演会など

の様々な事業を展開し、基本的人権への理解と明るい社会づくりに取り組ん

でいきますので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

　　　子供と人権

　不登校児の増加や、「いじめ・体　　　のではなく、子供に対する重大な人

罰」によると思われる自殺や傷害事　　　権侵害です。

件が後を絶たず、子供の人権問題が　　　　この問題を解決するためには、学

大きな社会問題となっています。　　校をはじめとする教育機関、家庭、

「いじめ」は子供社会で起こってい　　　地域社会が一体となって、子供を人

ますが、社会全体の問題です。　　　　間として尊重し、豊かな心を育てて

　また「体罰」は決して許されるも　　いこうとする意識が必要です。

≧
幽
麟
関
纏
皿し

決するためには、

一る教育機関、家

となって、子供1

、豊かな心を育｝

識が必要です。

　　　　噺械

μ
蛎

2

鴫用一

穀一、溝

麟

　　　6月の活動

　6月7日、J　R白石駅、北白川駅、

越河駅で通勤、通学途中の皆様に

「いじめをしない・させない・見逃

さない」でくださいと声をかけまし

た。



白石市働く婦人の家 盈25－5095

特別講座受講生募集

〔特別講座受講生募集〕

〈リフレッシュ講座〉

あなたも元気・

　　すてき・さわやかに∫

●日　日寺　9／4・18、10／2・16・30、

　　　11／6、12／4・18、1／29、

　　　2／5・19、　3／5・19

　　　10：00～15：00

●内容ストレッチ体操とトレー

　　　ニングマシンの使い方
●場　所　スパッシュランドしろいし

●講　師　運動指導士　菅原　聡

●定員20名
●受講料　1，400円

●申し込み方法

8月1日から受け付けます。

〈フランス刺しゅう講座〉

●日時及び内容

9／13（金）　ミニティシュ入れ

9／27（金）ハンディポーチ

10／11（金）　タオルハンガー

10／25（金）　きんちゃく

全て10：00～12100

●場所　自石市働く婦人の家
●募集人員　20名

●受講料　無料　ただし材料代は自

　　　費
●申し込み方法

電話か直接ご来館のうえお申し込

みください。

※お子さん、お孫さん連れでも受講

できます。

「白石音頭」を踊ってみませんか

どなたでも気軽に参加できますの

で、皆さんのお越しをお待ちしてお

ります。お揃いのハッピでみんなで

楽しく踊りましょう。

●練習日

夜の部　8月7日（水）19時～20時

昼の部　8月9日（金）14時～15時

●講　師　山i崎とし子先生

片倉家中武家屋敷「旧小関家」魏牛2162

教育委員会及び、白石市文化体育

振興財団では，片倉家中武家屋敷

「旧小関家」を会場に七夕まつりを

開催いたします。みなさまの御来場

をお待ちしております。

●開催期間　8月6日～8日

●内容
（1）七夕飾り作りと展示

※8月6日の9：00～12：00までに七夕

飾り作りと飾り付けを行ないま

す。この時間の参加者に限り入館

料は無料となります。（名前が入

ったカッター、はさみ、えんぴつ、

定規を持参してください。）

（2）手作り絵本の展示

●お問い合わせ先

市教育委員会社会教育課文化財係

費25－2111（内線）412、413

勤労青少年ホーム 盈25－3720

「ゴルフ教室」参加者募集

●期　間　9月2日～27日までの毎

　　　週月・水・金曜日。但し、

　　　16日、23日は除く。

●時間19：00～21二〇〇

●場所自石ゴルフガーデン

●対　象　おおむね30歳までの市内

　　　に居住、または勤務して

　　　いる方10～15名
●講　師　プロゴルファー

　　　佐藤豊氏
●受講料　12，000円（10回分）

※他にボール代が必要です。

☆詳しくは勤労青少年ホームまでお

問い合せください。

國　　　≡…　　　菩

　LIBRARY　NEWS
★今月の書棚（こども読書室）

みじかなふしぎ絵本
　小学生低学年向［全10巻］

　　　　　　　ポプラ社

臨肇羅
蒲聖》…，

特徴：素朴な疑問が学ぶことの原点です。小

学校低学年の子供たちが不思議に思う身近な

疑問に、一問一答でやさしく答えます。各巻

とも「絵で見るからわかりやすい」イラスト

をふんだんに使って構成されています、

1．おじさんたちのパソコン入門

　　　　マルチメディアグルーブ著
2，心のスケッチブック　　　　　菅野泰蔵著
3．中国歴史人物図鑑上・下

　　　　　三上修平〔ほか〕著
4，東京路地裏観光　　　　　　　戸塚省三著
5．ボランティアという生き方

　　　　　ロバート・コールス著
6．迷宮入り事件　　　　　　　　古瀬俊和著
7．社会福祉士・介護福祉上になる法

　　　　　　　中島恒雄編著
8．専門のお医者さんが語るQ＆Aみずむし

　　　　　　　西本勝太郎著
9．新驚異のスパイラルテープ療法

　　　　　　　田中信孝著
10．海外のあぶない病気

　　　　　海外危険地帯調査班編
11．服部幸憾の「料理の達人」養成口座

　　　　　　　服部幸磨著
12．リサイクル和風小物　　　ブティソク社編
13，すぐできるお菓子　　べ一タホーム協会編

14．お好み焼きの本　　　　　　　浜内千波著
15．バラの園を夢見て　　　　　婦人生活社編
16，ハウツー・ドールハウス　　　村上一昭著
17．見てわかるバドミン1・ン　　小島一夫監修

18．ナショナル・ギャラリー・ガイド

　　　ロンドン国立美術館への招待
　　　　ラングミュア・エリカ著
19．轡たきり婆あ猛語録　　　　　門野晴子著

20．ママ、明日はお休み～　　　黒田あゆみ著

21．ゆるやかな絆　　　　　　　大江健三郎著

22．神戸震災日記　　　　　　　　田中康夫著
23．明るい街へ　　　　　　　　　北方謙三著
24．神様の居候たち　　　　　　　三枝和子著

25．隅田川殺入事件　　　　　　　内田康夫著

26．重藤の弓　　　　　　　　　澤田ふじ子著
27．お金の思い出　　　　　　　　石坂　啓著
28．水無月の墓　　　　　　　　小池真理子著

29，流転の故宮秘宝　　　　　　　　伴野朗著
30．超能力者の事件簿

　　　　アンドリュー・プート著

　　◆図書館利用案内◆

開館時間　火～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　10時～16時
休館日月曜日，毎月末日，国民の祝日

　　10／1～10110（曝書期間）、年末年始

　　その他
8月の休館日

　　5、12、19、26、31（月末整理日）

乳製品を使った

　　、ゴい，講廟

　謝　　’ハk、　　り魂蕪甑．
　』啄イ∫』・＿、．」

翼亀

チーズinフレンチトースト

忙しい朝食にも、手軽な牛乳・

　乳製品のメニューで一日の活力源を！

　材料く4人分＞

食パン（4枚切り）……4枚

プロセスチーズ…………80g

※議r講
バター……・…・・…………適宜

グラニュー糖……………適宜

プレーンヨーグルト…400g

パイン缶…・・……………・4枚

プチトマト…・…………・・8個

はちみつ……………大さじ4
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高橋二美さん
　　　（自石）
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どうすればよいか？
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食　パ　ン
　品目

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　 糖

しよ　　ゆ

サラダ油
マーガリン

牛　　 乳

バ　 タ

ティリシュヘーパー

ラ　ッ　プ

規　　格
並食1袋　6～8枚切

薄力粉1Kg
袋入り　100g

上白糖IKg
上級濃口Mポリ容器入り

ポリ容器入り　700g

カル1・ン入りソフト225g

紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm　長さ20m

平均価格　対前年同月比

　　13
　十13
73

132

179

　十　2202

　十12289

　十100442

191

　十　3196

　　36316

　十　677

　十　8178

高値
165

198

　82
258

298

598

198

228

348

　80
198

安値

　98
158

　60
168

268

348

177

168

298

　76
148

アルミホイル
　品目

洗濯用合成洗剤1

理　髪　料
バーマネント料

クリーニング

カレーライス

灯　　 油

レギュラーカソリン

軽　　 油

プロパンガス

規　　格
幅25cm　長さ8m

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシャツ

外食並1皿

18ぞ店頭価額

184配達料込価額

14現金

14現金

10m［

　調査年月日1平成8年7月1日

　　　　　　安値　　　　高値　　対前年朋比

　　十16　　　　　　　78　94　　　　　108
　　　16　　　　　　　498　　　　　597　534
　　十130　　　　　　1，6002，050

平均価格

　　　　2，300
　　十273　　　　　　6，300　　　　8，5007，133

　　　　　　　98　　　13　145　　　　　250
　　十104　　　　　　　550　　　　　1，200　680
　　十58　　　　　　　702　　　　　810　778
　　　　　　　792　　十　58　　　　　864　840
　　　　　　　98　　　！1　　　　　102　100
　　十　1　　　　　　　71　　　　　80　77
　　十27　　　　　　4，050　　　　　5，5114，863



PartII

　輝いています。今のあなた
★ の

千

宮城県ホームヘルパー3級課程養成研修受講生募集1 平成8年度手話講習会

　　　　　　参加者募集

●期　日

　講義：10月15日～18日の4日間

　　　県大河原合同庁舎

　実技：11月～9年2月（2．5日間）

　実習＝11月～9年2月（1日間）

●受講経費

　テキスト代（8，000円＋送料）

　その他交通費等受講に必要な経費

●お申し込み方法

　90円切手を貼った返信封筒（あて

先記入、サイズ～長形3号）をお持

ちいただき市福祉事務所へお申し込

みください。

●お申し込み期限

　8月26日（月）必着

●お問い合わせ先

　市福祉事務所長寿福祉係

　費25－2111（内線）154

夏休み親と子のペット教室
●日　時　8月22日13：00～15100

●場所中央公民館大ホール
●内　容　獣医師や専門の先生方か

　　　　ら犬のしつけ、病気につ

　　　　いての話やビデオ、ペッ

　　　　トに関するクイズ大会な

　　　　どがあります。

●参加資格及び定員

　自石市にお住まいの親子35組

●締め切り　8月10日

●その他　参加者にはスズムシのプ

　　　　レゼントやクイズ大会賞

　　　　品があります。

●お申し込み・お問い合わせ先

　市生活環境課

　盈25－2111　　FAX25－7980

　申し込み用紙は、生活環境課窓口

に用意しております。

親と子の’‘とうげい教室”参加者募集

●日時　8月26日～9月7日
　　　（日・水は休み）18：30～20：30

●場　所　中央公民館視聴覚室

●対象
　手話に関心のある方や、これから

手話を勉強してみたいと思われる方

●定　員　25名程度

●参加費　テキスト代のみ実費負担

●お問い合わせ・お申し込み先

　白石市祉会福祉協議会

　盈25－2111（内線）159

地方分権錐進シンポジウム

　　　　　　　参加者募集

●期　日　8月18日（日）

●場所中央公民館
●参加費　親と子で1，000円

●指導斎藤賢一先生と白石木粕

　　　　会と東北クラブの皆さん

●定　員　10組（20名）

●締め切り　8月10日まで

●主　催　白石市母子寡婦福祉会

●お申し込み・お問い合わせ先

　白石市社会福祉協議会

　a25－2111（内線）159

※参加者は母子・父子家庭に限らせ

　ていただきます。

匝コン教室開旙座受講生募集

●日　時　9月11日（水）

　　　　13：00～16：30

●場所
　　ホテルメトロポリタン仙台

●内容
　・磯部東京都立大学教授による基

　調講演
　・浅野宮城県知事、大山聖学院大

　学助教授、佐藤岩出山町長、菅

　原石巻市長、都市プランナーの

　世古一穂さん等によるパネルデ

　　ィスカッション

●募集人員　500人（参加無料）

●お申し込み・お問い合わせ先

　宮城県行政管理室ao22－211－2234

自衛官採用案内

●日　　日寺　　9月12日一13日

　　　　　　　9：00～16：00

●場所
　宮城県立白石高等技術専門校

●内容
　・ノ｛ソコン講座

　・パソコンによる販売管理

　「導入から初歩的な使用まで」

　※P　C　A販売管理ソフト使用

●募集定員　10名（初心者可）

●講　師　白石高等技術専門校

　　　　指導員

●受講料　無　料

●持参する物

　筆記用具・昼食・上履き

●お申し込み方法

　電話、または技術専門校にご来校

のうえお申し込みください。

●お間い合わせ・お申し込み先

　宮城県立高等技術専門校

　（自石市緑が丘1－5）

　a25－2444

一般曹候学生・曹候補士・航空学生

●資格高卒見込み者から27歳未

　　　　満の男女（航学21歳未満、

　　　　曹学24歳未満）

受
試
待

●
●
●

付　8月1日～9月9日

験9月16日・航学は23日
遇　初任給　158，800円

　賞与年3回5．2か月分
　f木　　日　　週f木2日

　　　　　大型連休3回
●お問い合わせ先

　自衛隊大河原募集事務所

　盈0224－53－2185

圃　　　6　．　．　。

スパッシュランドしろいし 盈29－2326

各教室のこ案内（8月旧よ暖付開始）※エァ・ビクス教室は除く

曜　日

教

室

名

土
寸

間

午

鵡
久

午

後

夜

間

月

水泳教室

8／26～11／／8

10：30～11：30

（基礎コース）

トレーニング

　教室

8／26～11／18

14；00～15＝00

トレーニング

　教室

8／26～11／18

18：30～19二30

火

水泳教室

8／27～11／5

10；30～11：30

（中級コース）

エアロビクス

　教室
7／23～10／1

18：30～19：30

（初級者コース）

木

アクアビクス

　教室

9／5～11／21

10：30－11：30

（中級コース）

エアロビクス

　教室
7／18～9／19

18：30～19：30

（初級者コース）

金

水泳教室

8／30～11／8

10：30～11：30

（中級コース）

トレーニング

　教室

8／30～11／8

18：30～19：30

トレーニング

　教室

8／30～11／8

18：30～19：30

土

エアロビクス

　教室

7／27～9／28

12：30～13＝30

15：15一一16：15

◎水泳教室

●募集定員　各20名

●送迎
　次の場所から送迎いたします。

・月曜日コース　越河公民館・斎

川公民館・こけし塔・新幹線白石

蔵王駅・第二小学校・JR白石駅・

市役所・ふれあいの館・御廟入口

・火曜日コース　新幹線白石蔵王

駅・市役所・JR白石駅・白石図書

館・ふれあいの館・御廟入口

・金曜日コース　白川公民館・福

岡公民館・深谷公民館・ゴルフ練

習場・工業高校・中央公民館・ハ

ローワーク・市役所・ふれあいの館

◎トレーニング教室

●募集定員　各曜日20名

◎アクアビクス教室

●募集定員　35名

●送迎新幹線白石蔵王駅・市
役所・J　R白石駅・図書館・ふれ

あいの館・御廟入口

※受講料　各教室とも2，000円（施

　設利用料金は含みません。）

※お申し込み方法直接スパッシュラ

　ンドしろいしにお申し込みください。

スパッシュランドしろいしの回数券がでぎました。

全館利用券の11枚つづりとなって

おります。料金は17，000円と1回分

お得になっております。

　市役所振興課・白石城・弥治郎こ

けし村・スパッシュランドしろいし

でお取り扱いしています。

9月より各地区に送迎パスが運行いたします。

詳しくは、9月の広報をご覧ください。

古典芸能伝承の館碧水園 盈25－7949

市民茶会（葉月の茶会） 碧水園茶会

薄茶席　庭園を眺めながら優雅な

ひとときを楽しんでみませんか！！

●目時　8月4日（日）

　　　　10：00～15：00

●お茶券　500円

　初めての方もどうぞ！！お茶の飲み

方の指導もいたします。

●日　時　8月18日（日）

　　　　10：00～15：00

●お茶券　400円

8月の休館日 11日、24～27日

第5回スパッシュランドしろいし
　　　　　　水永大会開催

　10月にスパッシュランドしろい

し水永大会が開催されます。

　詳しくは、スパッシュランドし

ろいしまでお問い合せください。

第38回市民水泳大会開催

●日　時　9月1日（日）

　　　　8：00受付9100開会式

※当日の午前中、一般の方はプー

　ルをご利用になれませんのでご

　了承ください。

　なお、2階ギャラリーから大会

の応援ができますので、ぜひお出

カヰナください。

1996姉妹都市国際親善
　　　　水泳大会開催

●日　時　9月15日（日）

　　　　8：30開会式

●場所
　スパッシュランドしろいし

※なお当日は、競技終了まで、プ

　ール利用ができませんのでご了

　承ください。なお、2階ギャラ

　リーから大会の応援ができます

　ので、ぜひお出かけください。

レストランのこ案内

●営業時間　11：00～18：30

　　　　　（ラストオーダー）

　お食事のみの方も大歓迎です。

個人会員募集中1里

年会費51，500円で1年問フリーパ

スとなってお

ります。

（次年度以降：

　41，200円）

　　　　　　　　5日、12日、
8月の休館日　　1g日、26日

吟宝会仙台大会

　宝生流吟宝会の謡と仕舞の発表

会です。どなたでも御覧いただけ

ます。

●日　時　8月3日（土）9：00～

　　　　入場無料



　輝いています。今のあなた
★ δ

白石市職員を募集します

　市では、平成9年4月1日採用予
定職員の採用試験を行います。

●職種および採用予定人員

　【初級（高校卒業程度）】

　行政　　　若干名
●受験資格

　昭和49年4月2日から昭和54年4

月1日までに生まれた方

●試験日時等

　〔第一次試験〕

　・試験日　平成8年10月27日（日）

　・時　間　午前10時～午後2時

　・試験種目　教養試験、作文試験

　〔第二次試験〕

　・試験日　11月下旬

　・試験種目　人物試験、身体検査、

　身上調査
※第二次試験の詳細については、第

一次試験合格者に別途通知します。

●受験手続

　受験申込用紙は、市総務部総務課

に用意された用紙を使用し、所要事

項を記入のうえ提出してください。

●申込受付期間・時間

　平成8年8月12日（月）～平成8

年9月25日（水）午前8時30分～午

後5時（土、日曜日及び祝日は除く）

●お問い合わせ先

　白石市総務部総務課人事係

　盈25－2111（内線）332

白石市外二町組合（公立刈田綜合病院・宮城県不忘園）

　　　　　　　　　　　　　　　　　職員を募集します。

●職種及び採用予定人員

　　　　　看護婦　　若干名

●勤務場所　公立刈田綜合病院

●応募資格

　昭和37年4月2日から昭和52年4

月1日まで生まれた方で、看護婦免

許を有する方。

●試験日時

　第1次試験

　試験日　平成8年8月24日（土）

　　　　　10：00～12：00

　試験種目　作文試験

　第2次試験

　試験日　　9月中旬

　試験種目　人物試験・身体検査

　　　　　　身上調査

●採用予定日　平成8年10月1日

●受験手続

　公立刈田綜合病院に用意された受

験申込用紙を使用し、必要事項を記

入のうえ提出してください。

●お申し込み受付期間

　平成8年8月14日（水）まで

※受験手続、その他受験に関するお

問い合わせは、公立刈田綜合病院庶

務課人事係へ盈25－2145（内線）323

公立刈田綜合病院臨時職員を募集します。

●職種及び採用予定人員

　看護婦　　（臨時職員）　若干名

　看護助手（臨時職員）　若干名

●勤務場所　公立刈田綜合病院

●応募資格

　平成8年8月！日現在で満年齢が

35歳未満の方で心身ともに健康な

方、看護婦については看護婦免許を

有する方。

●募集期間

　平成8年8月23日（金）まで

●応募方法

　履歴書（市販の用紙を使用）に必要

事項を記入のうえ公立刈田綜合病院

庶務課人事係へ送付してください。

　面接日は追ってご通知いたします。

●採用日

　書類・面接審査により随時決定し

ます。

※受験手続、その他受験に関するお

問い合わせは、公立刈田綜合病院庶

務課人事係へ恩25－2145（内線）323

∫

｛

ひとりぐらし老人等緊急通報

システム利用者を募集します。

　市では、緊急通報システム利用者

を募集します。

※緊急通報システムとは…

　「高齢者や身体障害者が身体に異

常を感じたり、突発的な事故等で緊

急に協力を求めたい時に、緊急ボタ

ンを押すだけで24時間体制の受信セ

ンターに通報され、協力員等が救援

を行うシステムです。」

●対象者

・ひとりぐらしの病弱な高齢者

　（おおむね65歳以上の方）

・身体障害者

　（身体障害者手帳1．2級所持の方）

※同居人が疾病、高齢のため身体が

　不自由な場合やひとりきりになる

　時間がある場合は、身体障害者の

　方のみ単身世帯に限りません。

●お問い合わせ、お申込み先

　市福祉事務所

　長寿福祉係・社会福祉係

　盈25－2111（内線）154・155

「心の輪を広げる伽験作文」

　　　を募集しています1！

　総理府障害者施策推進本部と宮城

県では、障害のある人とない人が、

学校や社会生活、社会活動等のなか

で、相互に心のふれあい体験を通じ

て学んだことや感じたことあるいは

社会に訴えたいこと等を内容とする

作文を募集しています。

●募集テーマ

　出会い、ふれあい、心の輪一学

校職場、地域であなたの体験を広げ

よう一
●応募資格

　小学生以上の方ならどなたでも

●応募期限

　平成8年9月5日まで県に必着

●お問い合わせ先

　宮城県保健福祉部障害福祉課

　皿022－211－2538

　または、市福祉事務所社会福祉係

　盈25－2111（内線）156FAX26－2699

白石市文化体育活動センター

　　　　　（仮称ホワイトメッセ）愛称募集ノ’

　平成9年春、東北新幹線白石蔵王

駅近くに、メッセ、コンベンション

ホールともなる多機能型室内アリー

ナとコンサートホールを兼ね備え

た、新しい施設が完成します。東北

有数の新しい文化スポーツ拠点とな

るこの施設に、素敵な名前を付けて

ください。

●募集内容

　新しい文化スポーツ拠点にふさわ

しい名前を募集しています。

●応募資格

　どなたでも応募できます。

●応募方法

　①官製ハガキ1枚に愛称1点を書

　　いてください。

　②愛称は10字以内とします。使用

　　文字（漢字、ひらがな、カタカナ、

　　英文字）の制限はありません。

　③作品の趣旨と住所、氏名、年齢、

　性別、職業（学校・学年）、電

　　話番号を明記してください。

　④作品はいずれも自作、未発表で、

　　ほかに応募しないものに限ります。

●募集締切　平成8年10月末日まで

　　　　　（当日必着）

●選　考　（仮称）ホワイトメッセ

　企画運営懇談会で審査します。

●表彰最優秀賞1名
　　　　　（賞状及び賞金10万円）

　　　　佳作　　5名

　　　　　（賞状及び賞金2万円）

※同一作品の応募が2人以上からあ

　った場合には、抽選でそれぞれの

　称の該当人数に限定します。また、

　中学生以下の場合は、賞金に替え

　て図書券を贈らせていただきます。

●発　表　12月中旬となります。

●作品の取扱い

　応募作品は返却しません。作品の

版権及び著作権は宮城県臼石市に帰

属します。また最優秀作品は愛称と

して使用するほか、各種印刷物、案

内標識などに使用します。

　なお、市では使用にあたって若干

の補足・修正を行う場合があります。

●お申し込み・お問い合わせ先

　市振興課内愛称募集係

　盈25－2111（内線）301

　　　　、、多、一、一憎1…

　　　　・詩
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仙南地域広域行政事務組合職員募集

●職種及び採用予定人員

　・初級（高校卒業程度）　行政

　若干名　一般行政事務に従事

　・初級（高校卒業程度）　消防

　男性　若干名　消防業務に従事

　・労　　務　　業務員　若干名

　　し尿収集及び火葬業務に従事

●受験資格

　・初級　行政

　昭和49年4月2日から昭和54年

　4月1日までに生まれた方。

　・初級　消防

　　昭和52年4月2日から昭和54年

　4月1日までに生まれた方で、平

　成9年3月31日までに普通自動車

　以上の運転免許を取得可能な方

　・労務

　昭和37年4月2日から昭和50年

　4月1日までに生まれた方で、平

　成9年3月31日までに普通自動車

　以上の運転免許を取得可能な方

●申込受付期間

　平成8年8月22日（木）まで

●試験日時

　平成8年9月22日（日）10：00～

　仙南地域広域行政事務組合

　総合庁舎（大河原町字新青川1－1）

●お申し込み方法

　仙南地域広域行政事務組合総務課

から所定の申込用紙の交付を受けて

お申し込みください。

●お間い合わせ先

　仙南地域広域行政事務組合総務課

　恐0224－52－2628

ひと　　ひと

「女・男共生いぎいぎライフ

　　　　講座」受講生募集

　男女が対等なパートナーとして支

え合う社会づくりを学習する講座です。

●定員30名
●応募資格　白石市に在住、または

　勤務している方（性別は問いません）

●場所健康センター（第3回の

　　　　み宮城県民会館）

●受講料無料

●日時および内容

　・第1回　9月2日（月）

　「変化の時代における女・男」

　・第2回　9月30日（月）

　「女性をめぐる法律」

　・第3回　10月28日（月）

　「みやぎジョイントフェスティバル」

　・第4回　11月25日（月）

　「高齢化社会と女性」

　時間はいずれも13130～15；30

●お申し込み方法

　8月16日までに市女性政策室（健

康センター内）においでいただくか、

電話でお申し込みください。

●お問い合わせ先

　市女性政策室

　盈25－2111（内線）661

つくしひろば

　「子育て講演会』参加者募集中1

●日　時

所
師

場
講

●
●

●内容
●対象者

●定員
●参加費

●託　児

●持ち物

8月8日（木）

10：00～11：30

中央公民館　視聴覚室

東北福祉大学

　西野　美佐子　助教授

講話、質疑応答

乳幼児を持つお母さん、

おばあさん

50名

無　料

有り（講座室）

筆記用具

●お申し込み方法

　8月6日までに電話で市教育委員

会社会教育課社会教育係（盈25－

2111（内線）412）へお申し込みく

ださい。
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8月4日

　内科　水野クリニック

　外科刈田病院
　歯科　三沢歯科クリニック

8月11日

　内科梅津内科医院

　外科刈田病院
　歯科水野歯科医院

8月18日

　内科柿崎医院
　外科刈田病院
　歯科　村上歯科医院

8月25日

　内科亘理医院
　外科加藤医院
　歯科谷津歯科医院

9月1日

　内科大沼医院
　外科　刈　田　病　院

　歯科亘理歯科医院

2聖25『2736

盈25－2145

費25－6483

a24－3571

a25－2145

2窒26－2401

盈25－2210

a25－2145

a33－4125

盈25圓8501

奮26－2653

a26－3254

a25－2502

費25－2145

盈26－2563

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。
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成8年度宮城県下水道排水設備
工事責任技術者試験のお知らせ

●試験
　日　時　11月14日（木）13：30～

・会場宮城県民会館ほか
・受験料　3，000円

●受験講習（希望者のみ）

　日　時　10月14日（月）9：00～

・会　場　宮城県民会館ほか

「

・受講料　5，000円

●申し込み方法　9月11日～9月24

日までに市土木部下水道課へお申し

込みください。

●問い合わせ先

　市土木部下水道課普及係

　盈25－2111（内線）273

月は「道路を守る月間」です

　8月は「道路を守る月間」です。

道路環境を守り、安全で快適な交通

を確保するために、あなたの身近な

道路をもう一度見直してみません

か？皆様のご協力をお願いします。

●実施期間

　8月1日～8月31日
●運動の重点

・道路環境の点検と整備

　標識・区画線・防護柵・照明灯

などの整備

・道路の正しい利用の指導

　不法に路上に置かれている物

（不法占用物件）や、通行の妨げ

になる物の排除

・道路愛護思想の普及

　路肩の除草や、側溝の清掃など

ンコフレ》畷崔罫求姑髪望｝」

　　　　　　　　　の受付について
　「モンゴル火災災害救援金」を市

福祉事務所にて受け付けます。

　救援金は日本赤十字社宮城県支部

を通じて送金されます。市民の皆様

のご協力をお願いします。

※物資は取り扱いませんのでご了承

　ください。

●お間い合わせ先

　市福祉事務所保護係

　費25－2111（内線）157

「 10回みやぎ蔵王高原
　　　マラソン大会のお知らせ

●日　時　9月15日（祝）

　　　　（雨天決行）

●場　所　国立南蔵王青少年野営場

●種　目

　3km　小学男女・親子ペア（親と

　　　小学生）・中学女

　5km　中学男・高校男・一般男女

　　　（女子は高校以上）

　10km　一般男女（高校以L）

　20km　一般男女（高校以上）

　ヘルスパイオニアコース　5km60歳以上

●参加料

　小中学生　600円、高校生　800円、

一般　1，400円、親子ペア1，500円、

ヘルスパイオニア800円

●締め切り日　8月16日（金）

●お申し込み先

　みやぎ蔵王高原マラソン大会実行

委員会事務局（市教育委員会内）

　費25－2111（内線）410

※大会当日は、会場付近が交通規制

　されますのでご協力ください。
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π 「石城から日本の魂がこだまする’
i白石城ライヴ96「TAKlOコンサーN

　夏の夜を飾る白石城で初めてのラ

イヴ「TAKIOコンサート」が開

かれます。TAK　I　Oこと伊藤多喜

雄氏は、日本民謡とロックバンドと

の融合を画期的に成し遂げた第一人

者。日本の魂を歌い綴る感動のライ

ヴをぜひ白石城でごらんください。

●日時8月17日（土）18：00～

●場　所　益岡公園内白石城本丸跡

　　　　西側広場

　　　（雨天の場合／白石市民会館

　　　大ホール）

●前売券（当日券）

　大人　3，000円（3，500円）

π

　中学～高校　2，000円（2，500円）

　小学生以下　無　料

●前売券お取扱所

　市内約30か所のプレイガィド

●その他

　・当日は野外ライヴとなりますの

　で、敷物、懐中電灯をご持参く

　ださい。

　・体が不自由な方でもボランティ

　アがお手伝いします。

●お間い合わせ先

　白石市城南一丁目9－5－8

　白石城ライヴ96実行委員会

　代表　三浦　正考　　燈26－1436

1石陽光園盆踊り大会のお知らせ

　星空の中、入所者と共に元気に踊

り、ビール・かき氷など飲みながら

美しい打ち上げ花火（20：10）をご

覧になりませんか。

●日　時　8月9日（雨天中止）

「

　　　　18：30～20＝30

　　　　雨天中止12：30決定

●場　所　白石陽光園グラウンド

●お問い合わせ先

　白石陽光園　盈25－9511

ルコール依存症について」
　　　　　　　講寅会のお知らせ

　あなたはアルコールに飲まれてい

ませんか。百薬の長のアルコールも

時として人聞、家庭破壊につながる

こともあります。

　今回の講演で、あなたも上手にア

ルコールとつき合う方法をみつけて

みませんか。

●日　時　8月31日（土）13：30～

　　　　　　　　（受付13：15～）

O場所しんきんホール
　　　　（仙南信用金庫本店内）

●内　容　　「アルコール依存症

　　　　　　　　　について」

●講　師　東北会病院

　　　　　石川　達　　先生
●会　費　一般　　　　500円

　　　　会員　　　300円

　※当日参加もできます。

●お間い合わせ先

　公立刈田綜合病院総婦長室　石川

　盈25－2145（内線）330

●主催宮城県看護協会白石支部

3回サンファン祭りのお知らせ

O日　時　8月10日　13：00～21：00

　　　　8月11日　10：00～17：00

◎場　所　サン・ファン・バゥティ

　スタパーク及び石巻漁港西港

◎お問い合わせ先

　（財）慶長遣欧使節船協会企画広報課

〒986－21石巻市渡波字大森30－2

恐0225－24－2210　　FAXO225－97－3399

※当日は周辺道路の混雑が予想され

　ますので、公共交通機関をご利用

　ください。

「
　　ロ　　ロ
　し l石郵便局からの
　ト　　モ

　担　　　お知らせ
おかげさまで、国際ボランティア貯金

の協力者が、2，000万人に達しました。

　平成3年1月、学校に行きたい、

安全な飲み物がほしい、きちんとし

た医療を受けたい、豊かな緑を取り

戻したいという開発途上国の福祉の

向上を願って発足しました「国際ボ

ランティア貯金」は、多くのみなさ

んの善意に支えられて大きな輪とな

り、去る5月2日、全国の協力者が

2，000万人に達しました。

　みなさんの善意とご協力に厚く御

礼申し上げます。

　市内でも、多くの方々の賛同を得

て加入していただいております。

　みなさんの善意の寄付金は、民問

海外援助団体（NGO）を通じまし

て、様々な地域の福祉向上のために

役立っています。

　今後とも、市民のみなさんの格別

のご協力をお願いいたします。

臼、騨騒灘盈
　大河原地域農業改良普及センター

では、5月22日より、フリーダイヤ

ルによるテレフォンサービスを実施

しておりますので、ご利用ください。

●提供する情報

　・各作物の成育状況と技術対策

　・病害虫の発生予察情報

　・経営情報

　・行事・催事など

●情報の更新

　毎月2、11、21日の月3回

●テレフォンサービス番号

　薗0120・295－300（通話料無料）

●お問い合わせ先

　大河原地域農業改良普及センター

　鱈0224－53－3111（代）

！く婦人の家サークル

ミニ展示会のお知らせ

〈白石市役所〉

　型絵染　　　　8／20～9／6

〈アツギナイロン白石工場〉

　パッチワーク（ヨーヨーキルト）

　　　　　　　7／25～8／9
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半沢和也くん
　（小原小・3年）
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　　　　　　　　．灘難蒙驚

　　　　　　　　　　　ぜ奏
今年も8月12日から17日まで、小原の天然記念物「材木岩」とその対岸に

ある「水と石との語らいの公園」のライトアップが行われます。今年で5回目

となるこのイベントはファンも多く、その幻想的な風景に惹かれ、東京などか

ら訪れる人もいるほどです。「小原の活性化を考える会」がこのライトアップ

を始めたきっかけを会長の半沢伸介さんはこう話します。

　「ここにみんなで集まって何かしなくちゃって話し合っていたとき、材木岩

見てて、懐中電灯で照らしてみたんですよ（笑）。それでライトアップした

ら結構いけるんじゃないかと。」　　　　　　、憾r、．翌

8月15日には・恒例の材木岩フェステ唾　　　鍛一刷．
バルとして、日中は大声大会やすいか割り、　號　・　，、、　・　　・躍，

夜は仮装盆踊りを行う予定です・　・腎ゴイ“　　『1
「企画はいっぱいあるんですけど・スタツ欝

フが足りないんですよね（笑）。」　　　　　　　　 　　』’・
摺

材木岩を中心に、虎岩の上にある風穴まで，
整備して・お客さんが一日遊べるようにした｝驚翠可纏建
いと語る半沢さんの目には、4、原に眠るたく，、、、纈，1・　職1

さんの宝物が映っているようです。　蘇「、、牲「1轄　騨

　「小原はとにかく全て観光に結びつけない

とだめなんです。幸い小原は観光資源が豊富　　　　　　　　・　　　　諾
ですから。地元の人も気づかないようですけ　4羅ヂー

どね（笑）。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　享蝦晒　口．

東京のファンはきっと気づいています。　　　　　　　、　　ド．　　壕3
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恒一さん、由紀さんの長男

ママからひとこと

今の純粋な心を忘れないでください。

パパからひとこと

夢をいっぱいみてください。
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10：00～15：00
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9：00～17：00

10：00～12：00
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市民室　＠1
第2会議室　＠2

第2会議室　＠2

第2会議室
福祉事務所相談室⑧1

第3会議室　＠3
健康センター
1階女性政策室

福祉事務所　　＠1

第4会議室　⑧4

第3会議室　⑧3

青少年相談センター　＠4

市民室　＠1
仙南保健所白石支所
　　（予約制）


